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1は じ め に

農業従事者の高齢化,後継者不足が進行する中で,農作

業の省力化,軽作業化が大きな課題となっている。レタス

などの土地利用型野菜の大規模生産農家では,育苗と収穫

期の重なる6月 以降は育苗管理に十分な時間を取れない状

況にある。また,本県でのレタスの育苗はペーパーボット

が主流となっているが,大規模な育苗センターの設置や機

械移植機の開発とともに,小面積で大量の苗を扱え輸送性

や定植時の作業性に優れるセル成型育苗が導入されつつあ

る。セル成型育苗には様々なシステムがあり,セルトレイ

の規格や育苗培地の種類も多様である。そこで,レ タスの

セル苗大量生産技術を確立するため,セルの大きさ,育苗

培地の種類,定植時の葉齢について検討した。

2試 験 方 法

(D 試験場所 岩手園鏃 発センター 帥 30m)

12)試験内容

[試験 1] セルの大きさとトレイの材質

供試セルトレイ及びペーバーポツトの規格

220セ ル    発泡スチロール 直径25  50   18
128セ ル   合成樹脂   30× 30  45  、23
ペーパーボット特12号 144穴  35× 35  50   61

セル育苗の培地は「与作N15Jを ,ベーパーボットは慣

行土を使用した。

[試験 2]育苗培地の種類

供試育苗培地及び慣行土の窒素成分量と培地資材の組成

育苗培地は「与作N15」 ,セル トレイは合成樹脂製200

セルを使用した。

6)栽培概要
1)播種期 (定植期)及び品種
① 4月 15日 (5月 13日):サ クラメント
② 5月 12日 (6月 3日 ):テ キサスグリーン

③  6月 17日 (7月 8日 ):エ クシード
2)本畑の施肥量 (聴/a)
窒素096リ ン酸128カ リ096

3)栽植様式
平うねマルチ栽培 うね幅110m株間24m2条
4)マルチフィルムの種類
① 黒マルチ 0224B):5月 13日定植,6月 3日定植
② 白黒ダブルマルチ (9224WB):7月 8日定植

3 試験結果及び考察

(D セルの大きさ及び材質 (表 1)
セル苗はペーパーボット苗に比べ根部の発育が早く,定

植時の根重割合はペーパーボツト区の15%前後に対し,30
%前後と勝った。セル育苗の各区間では,セル容量が大き

い区ほど葉数が進み,葉長が上回った。セル容量のほぼ同

じ樹脂200区 と発泡220区では,合成樹脂製の樹脂200区 の

方が引抜張力が小さく,抜けやすかった。収穫時において

はセル育苗の各区とも慣行のペーパーポット区と同程度の

球重が得られた。

0)育苗培地の種類 (表 2)
定植時においてセル育苗の各区は,ペーパーボット区よ

り茎葉重が下回ったが,根重は4月 15日播種のプラグ専用

培土区とK社製試作培地区を除き,上回った。根鉢の形成

は,ピートモスとバーミキュライトを主体とした与作N15

区とセル成型苗専用培土区が,各播種期とも良好であった。

これに対し,培地中の土の組成割合の高いプラグ専用培土

区は4月 15日播種と6月 17日播種において,K社製試作培

地区は4月 15日播種において,定植時に根鉢の形成が完了

していなかった。収穫時の生育は,4月 15日 rfI種のプラグ

専用培土区を除き,各区とも慣行のペーパーボット区並の

球重が得られた。

6)定植時の葉齢 (表 3)
セル容量15mlで基肥型育苗培地を用いた場合,本葉20

枚前後で側根の先端がセルの底まで到達 し,本葉25枚前

後から根鉢の形成が始まった。本葉30枚前後で根鉢形成

が完了し,定植可能となった。本場35枚前後から子葉の

黄化が見られることから,定植適期の限界と思われた。

質材
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セルトレイは合成樹1旨製200セ ルを使用した。

[試験 3]定植時の葉齢

播種期及び定植期

5月 13日

6月 3日

6月 13日 ,  17日 :  21日        7月 8日   _

4月 12日 ,  15日 ,  18日
6月 9日 ,  12日 ,  15日

供試セルトレイ

ピートモス ′!― ミキュライト
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表 1 セル容量別の定植時及び収穫時の生育
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表2 育苗培地別の定植時及び収穫時の生育

表3 葉齢別の定植時の生育

21

4 ま と め

レタスのセル成型育苗で使用するトレイの1セ ル当たり

の容量は,15ml,18ml,23mlと も慣行のペーパーポット

育苗と同等の収量が得られたことから,育苗面積や育苗培

地の量などを勘案すると15ml程度のセル容量が実用的と

考えられた。

育苗培地の種類では,培地中のビートそスとバーミキュ

ライトの組成割合の高いものが,根鉢の形成が良好で定植

時の抜き取りが容易であった。

定植時の葉齢は,セル容量15mlで基肥型育苗培地を使

用した場合,本葉30枚前後で根鉢の形成が完了し,35枚
前後から子葉の黄化が始まることから,本葉30～ 35枚が

適期と考えられた。
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